
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：札幌市環境局 お問い合わせ先：札幌市環境局 環境共生推進担当課 ℡211-2879 さっぽろ市 
02-G02-13-664 

25-2-130 

 

古舘賢治 (歌･ギター) 

平成２５年 

５月２２日（水） 
１２時２５分～（約３０分） 

札幌市役所１階ロビーにて 

カポウ (歌･のこぎり) 

 

● 遥かなこもりうた（オリジナル曲） 

● Up the wind（オリジナル曲） 

● ちいさな箱のはなし（オリジナル曲） 

● Over the rainbow 

● にんげんっていいな      ほか 

５月２２日は「国際生物多様性の日」です 

◆ゲストアーティスト 

◆プログラム （予定） 

５月２０日（月）～２２日（水） 
札幌市役所１階ロビーにて開催 

札幌を中心に活動しているミュージシャンの古舘賢治さんと

カポウさんを招き、自然との共生をテーマに、歌とのこぎり（ミ

ュージックソー）によるアコースティックライブを行います。 

札幌の原風景をイメージした「遥かなこもりうた」をはじめ、

癒しのひと時をお送りします。 

ふるたてけんじ 



 

◆アーティスト紹介 
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◆“生物多様性”とは？ 

“生物多様性”とは、さまざまな生き物がつながり合いながら、絶妙なバランスで豊か

な生態系を保っている状態をいいます。私たちは、生き物の多様性から、水や空気をはじ

め、衣食住などさまざまな恵みを受けていますが、その一方で、私たちの生活が原因で、

地球上では１年間に４万種もの生き物が絶滅しているといわれています。生物多様性は、

温暖化と並ぶ地球環境問題となっており、その保全に向けた取組が求められています。 

1980年、札幌生まれ。 

高校時代に矢野顕子さんを聴き衝撃を受け音楽にのめりこむ。 

大学進学後、ジャズを山崎英夫氏に師事。 

現在札幌を中心に、関東などでも幅広くライブ／レコーディングを行っている。 

08年5月までJRtowerホテル日航札幌35F[sky-j]にて演奏。 

06年6月 ソロでのsingleCD「up the wind」を発売。 

他、多ジャンルのＣＤにレコーディング参加。 

09年8月 日本作編曲家教会（JCAA）主催の「シネマトラック」コンサートにアコ

ースティックギターで出演。 

10年11月、11年10月、12年9月 寺嶋民哉音楽監督のもと「スクリーンミュー

ジックの宴」にギターで参加。 

13年1月 初のオリジナルアルバム「すきとおったほんとうのたべもの」発表。 

古舘賢治 

(Kenji Furutate) 

カポウ 

(kapo) 

歌を歌い、のこぎりを弾く、シンガーソングノコギリストとして、札幌を中心に活

動中。 

ほんわか漂うように、すべてをやさしく包みこむように、色トリドリに、歌とのこ

ぎりでホッとする音世界を表現。 

キッコリーズ、拳法、YKKなどのアコースティックユニットでの活動のほか、ソロ

としてCDに参加したり、客演したり、CM音楽を歌ったりすることも。 

日本のこぎり音楽協会北海道支部代表。 

のこぎりのほか、スプーンや、洗濯板、計量カップなどを楽器として演奏する。 

日用雑貨系打楽器パフォーマンスも時々披露中。 

猫とお酒ときのこが好き。札幌市在住。北海道江別市出身。 

● 遥かなこもりうた   作詞：カポウ 作曲：古舘賢治 
 

朝日に生まれた ちいさな鳥のはばたきを 
なぞるように かなしみは とけてゆく 
この空を君も見ていたの？ 
 
つめたい水の中 ふるさとを目指す魚の群れ 
ふりかえることもせず泳いでゆく 
この川を君も見ていたの？ 
 
眠れぬ夜に吹きすさぶ風は こもりうた 
森を抜け 時を越え 響くだろう 
この歌を君も聴いてたの？ 
 
この歌を君も歌ったの？ 


